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郁
子
蔓
の
有
無
を
言
は
さ
ぬ
伸
び
や
う
ぞ

花

の

塵

癖

し

た

た

か

な

庭

箒

仮
名
好
き
の
紙
魚
が
棲
み
た
る
一
書
か
な

小

満

の

樫

は

樹

液

を

醸

し

ゐ

る

暮

初

め

て

古

書

肆

の

匂

ひ

夏

兆

す

多

機

能

の

使

は

ぬ

機

能

夏

に

入

る

表
紙
絵
は
植
木
力
氏
、
中
原
道
夫
氏
等
が

担
当
。
三
代
目
編
集
長
は
私
が
担
当
、
中

原
道
夫
氏
が
表
紙
を
飾
っ
た
。
四
代
目
編

集
長
は
北
川
英
子
氏
が
担
当
、
能
村
登
四

郎
か
ら
研
三
へ
の
主
宰
移
行
期
の
編
集
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
時
期
は
熊

谷
博
人
氏
が
表
紙
を
担
当
し
た
。
創
刊
三

十
五
年
、
四
十
年
記
念
号
は
千
田
百
里
氏

が
担
当
、
編
集
長
退
任
後
は
五
十
周
年
ま

で
同
人
会
長
を
お
務
め
い
た
だ
い
た
。

　

現
編
集
長
辻
美
奈
子
氏
は
通
巻
五
百

号
、
四
十
五
周
年
、
そ
し
て
五
十
周
年
を

担
当
、
五
十
周
年
以
降
は
編
集
長
に
加
え

て
同
人
会
長
に
も
就
任
し
て
い
た
だ
い

た
。
現
在
の
表
紙
絵
は
池
田
蘭
径
氏
の
作

品
に
よ
る
も
の
で
、
氏
は
今
回
の
祝
賀
会

に
も
お
越
し
下
さ
り
、
お
目
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

記
念
号
十
六
冊
か
ら
五
十
年
の
歩
み
を

俯
瞰
し
て
み
た
が
、
本
号
ま
で
創
刊
か
ら

通
巻
６
２
２
号
に
は
大
勢
の
方
々
が
様
々

な
か
た
ち
で
「
沖
」
一
誌
に
関
わ
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
謝
恩
の
気
持

ち
で
一
杯
で
あ
る
。

	

能
村
　
研
三

膂

　

力

能
村
　
研
三

花

過

ぎ

て

仁

王

の

膂

力

あ

ら

は

な

り

一

弁

を

欠

き

し

牡

丹

の

紅

褪

せ

ず

倍

々

に

塩

着

し

地

蔵

花

は

葉

に

現

実

と

理

想

の

あ

は

ひ

海

市

立

つ

「
沖
」
創
刊
五
十
周
年
の
祝
賀
会
は
、
三

度
目
の
正
直
（
実
際
は
六
度
目
）
を
信
じ

て
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
当
初
の
予
定
か
ら
実

に
二
十
か
月
の
延
期
で
あ
っ
た
の
で
、
実

施
で
き
た
こ
と
は
喜
び
も
一
入
で
あ
っ
た
。

　

祝
賀
会
会
場
の
壁
面
に
添
っ
て
、「
沖
」

の
創
刊
号
か
ら
五
十
周
年
記
念
号
ま
で
の

記
念
号
十
六
冊
の
表
紙
絵
を
大
き
な
パ
ネ

ル
に
し
て
飾
っ
た
。

　

記
念
号
の
表
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
を

つ
け
、「
沖　

表
紙
絵
で
つ
づ
る
50
周
年

の
あ
ゆ
み
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

っ
た
。

　

五
十
年
の
中
の
記
念
号
、
十
六
冊
を
手

元
に
置
い
て
そ
れ
ぞ
れ
眺
め
て
み
る
と
、

改
め
て
「
沖
」
五
十
年
に
関
わ
っ
て
下
さ

っ
た
多
く
の
先
輩
諸
氏
の
「
沖
」
へ
の
熱

い
思
い
と
お
力
を
感
じ
た
。

　

編
集
長
は
林
翔
先
生
が
創
刊
号
か
ら
通

巻
百
五
十
号
ま
で
十
三
年
、
表
紙
絵
は
創

刊
号
加
藤
利
以
地
氏
の
ペ
ン
画
で
飾
り
、

上
谷
昌
憲
、
野
村
東
央
留
各
氏
が
担
当
し

た
。
二
代
目
編
集
長
は
渡
辺
昭
同
人
が
担

当
創
刊
十
五
周
年
か
ら
二
十
周
年
ま
で
、

記
念
号
十
六
冊




